
　2011 年 12 月 24 日、クリスマス・イブの日に思いがけないクリスマスプレゼントが届いた。伊藤正一さんからの手紙と著
書「黒部の山賊」である。伊藤正一さんは北アルプスの三俣山荘などの主で、三俣山荘とふもとの湯俣温泉を結ぶ伊藤新道の
開拓者でもある。
　伊藤正一さんとの出合いは、大学 4年（1959 年）の北アルプスの裏銀座の山行のときである。このときの状況は、電試山
の会会報 1号（1967 年）に発表した紀行文「湯俣近く」に記してある。まずはその一部を抜粋しよう。
     「「　秋の期末試験の最中に、大きな台風が日本を縦断した。それも日本の屋根、日本アルプスをまともに突っ切るものだっ
　　た。期末試験が終わったら、タカシ達と北アルプスの裏銀座を歩こうと計画していた。
　・・・
　鷲羽岳を経て、三俣蓮華の小屋に着いたのは 6時 5分だった。日の暮れるのに追われるように慌ててテントを張った。
　8時過ぎに夕食を済まして、懐中電灯でてらして食器を洗っていると、あやしくなりかけていた空からは無情にも秋の冷た
い雨がテントをたたき始めた。
　翌 2日は、ゆうべ降り出した雨が本降りになっていた。タカシはますます具合が悪く、雨の中を歩くのはよくないと思った
ので、停滞することにした。
　夜あわてて張ったテントはかなりの風と雨で、中は病人を寝かしておくには酷な状態になっていた。そばに小屋があるので
そちらに移った。三俣蓮華小屋である。
　・・・
　タカシは青い顔をして、本当にこんこんという状態で眠っている。僕と正之はその日の午後を僕らと小屋の人しかいないガ
ランとした小屋の中で、本を読んだり、横になったり、食事の支度をしたりして過ごした。雨がわびしく降り続いていた。
　夕食が済むと小屋の人が私の部屋に遊びに来ませんかと言ってくれた。あの伊藤新道の伊藤正一さんである。振る舞われた
砂糖湯を飲みながら、僕と正之は伊藤さんの部屋で話に花を咲かせた。
　「あの葛温泉から濁までの道は台風で大分荒らされましたね。この辺もあの台風のときはたいへんだったでしょう。」
　やはり印象に残っていることが口をついて出る。
　「ええ相当なものでしたよ。今年水晶岳に小屋を作ったんですが、それがものの見事にとばされましたよ。」
　「わあ、小屋がとばされましたか、ひっくり返ったとか何とか・・」
　「いやとんでもない。何百米も先の谷の中へバラバラになって散らばっていました。」
　無人だったそうだからよかったが、中にだれか寝てでもいたなら、と思って僕らはゾッとした。
　「作ったばかりの小屋がとばされるとはついていませんね。その山小屋というのは作るのに費用はどの位かかるものです　
　か。」
　「そうですね、百万以上はかかっていますね。」
　比較的若く見え、オットリしている伊藤さんがそんなことを事もなげに言うのをみて、僕はすこし見直さなければいけな　
いような気になった。
　「雲の平へは行ったことがありますか。」
　「いやまだあいにくと・・」
　「それでは是非いかれるといいですよ。来年は雲の平に小屋を作ろうと思っています。」
僕らは五万分の一の地図を持ってきて、雲の平のことを詳しく聞いた。
　「一人病人がいるのですが、下ろすとするとどの道がいいですか。」
僕はどっちみち、タカシは下ろした方がいいと思っていたので聞いてみた。
　「やっぱりここから湯俣へ下って、そこから葛温泉でしょうね。」
　五万分の一の地図に道を書き入れて貰い、僕らは部屋を辞した。十時近かった。
　翌 3日は打って変わって快晴だった。
（正之には予定のコースへ行ってもらい、タカシは僕がつきそって午後湯俣へ下りることにし、午前中、僕は雲の平にいった。
　・・・）
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　半乾きの六人用テント、ナベ、ナタ、余った食料、十二貫余りの荷物が僕のザックにあふれた。
　・・・
　何時間かずいぶん歩いたように思ったが、赤岳や硫黄岳の一目でそれとわかるガレがいつまでも同じ高さにあった。日の傾
きかけているのが肌で感じられた。僕は多少あせりを感じ始めていた。・・・
　あせりは僕の乱暴な下り方を助長した。荷の重さと急激な下りは、膝関節を限度以上に酷使した。・・（前に痛めた膝に痛
みを感じて、歩くのが困難になり、タカシを先に湯俣小屋へ行かせた。）・・
　道だと思って踏み出した足は、奈落の底に引きずりこまれるように宙に浮いた。無我夢中で両手を差し出した。二つ三つす
べって手は黒い岩角を捉えた。・・満身の力を込めて上の道に這い上がった。・・
　僕はようやく肩からザックを外すと仰向けになって目をつぶった。タカシの顔や木の根やハイマツが、チカチカした。その
まま僕は意識を失った。・・・

　翌朝タカシと二人の男が探しに来てくれた。・・・
　タカシ達について 10 分も歩くともう湯俣だった。・・2階建てのガッシリした湯俣山荘に着くと、伊藤正一さんの「世話
をやかすなあ」とも言いたげな渋い顔があった。僕らが三俣蓮華を出る前に湯俣に下りていたのだった。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・・・・　　　　後略　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   」」

　伊藤さんにこの文章を送ろうと思ったきっかけは，朝日新聞夕刊の人脈記だった。「山を思う」というシリーズの最終 12 回
に、「自然との共生　考える窓」という記事が 2011 年 10 月 13 日に掲載された。以下はそのはじめの部分である。

当時の 5万分の 1地図　伊藤正一さんが伊藤新道を書き入れてくれた
　　　（山や小屋のしるし、名前はあとから記入したもの）



    この文章を読んで若き日の山行が生き生きと甦ってきた。そして伊藤正一さんに「湯俣近く」の全文と手紙を送ったので
ある。以下は、24 日に届いた伊藤さんの手紙である。

「「　權田俊一様
　お手紙ありがとうございました。
　50 年以上も以前に三俣小屋にお泊り頂いた方からのお便り大変うれしく拝見させていただきました。
　なお返信が今頃まで遅れました事、お詫びいたします。　
　お陰様で水晶小屋に続いて、今年は念願の雲の平山荘の新築を完成させる事ができました。
　權田さまが下られた伊藤新道は、その後に出来た黑四ダム（1969 年に満水）及び高瀬ダム（1979 年に満水）の影響で湯
俣川が大崩に崩れ、5か所あった吊り橋も、その両岸が修理不能なほどに崩壊してしまい、一般的には通行できなくなって
います。それまでは時々見られたカワウソの姿も見えなくなりました。
　私はダムが出来るとそこから上の地下の水圧が上がり、山も川も崩れやすくなると思います。それには地下でベルヌーイ
の法則が広範に働いているのだと思います。
　最近は 2人の息子（圭と二朗）が山小屋の仕事をやるようになったお蔭で、私は好きな物理学の問題を考える時間も持て
るようになりました。
　接書「黒部の山賊」最新版を同封いたします。何れお目にかかれる機会が得られましたら幸せに存じます。
　まずはお礼まで。
                                                                                                                                                         2011 年 12 月 22 日　　伊藤正一　　　」」

　伊藤正一さんの著書「黒部の山賊」はおもしろくて一気に読んだ。山賊のうわさやその奇妙な行動、山のバケモノの不思
議な話、まずは謎めいたところから始まり、その真実にせまる謎解き、伊藤正一さんの科学者魂を感じさせる興味深い著作
である。また、なかに佐々成政の埋蔵金の話が出てくる。私が大阪工業大学の客員教授をしていた時の共同研究者の一人が、
佐々成政の子孫、佐々誠彦教授である。なにか不思議な縁を感じた。もっとも佐々さんに埋蔵金のことを聞いたらよく知ら
ないということだった。
　上の手紙にあるように、伊藤新道は、現在は一般的には通行できなくなっているようだ。登山案内書にはどう書いてある
のだろう。手元にある北アルプス関係の本や、地図を眺めてみた。山と渓谷社のアルパインガイド「北アルプス」1975 年版
では、岩苔乗越―鷲羽岳―伊藤新道―湯股温泉―葛温泉―信濃大町という伊藤新道を通るコースが紹介されている。このと
きは黑四ダム満水（1969 年）から 5年ほど経っているが、正常に通行ができたようだ。ところが同じ本の 1990 年版には　
伊藤新道は「整備中注意」になっており、岳人別冊「91 の夏山」付録には、「荒廃ひどく通行不可能」になっており、1991
年の昭文社エアリアマップ上高地・槍・穂高では伊藤新道のルートは灰色で痕跡程度の表現になっている。
　ちなみに、湯股山荘と裏銀座縦走路を結ぶルートとして、現在は湯股岳、南真砂岳、真砂岳を通る竹村新道がある。また
私が使っていた 1950 年代の地図には、小屋名は三俣蓮華小屋となっているが、現在は三俣山荘といっている。
　あの思い出深い伊藤新道は、いまや、知る人ぞ知る「まぼろしの伊藤新道」になってしまったのだろうか。なんとも残念
なことだ。　　　

　伊藤正一さんと出会ってから 52 年ぶりに手紙のやり取りができ、本まで読むことができたのは、素晴らしい、うれしいこ
とではあるが、一方年月の経過がもたらした変化も感じられて、寂しさもまた大きい。

    伊藤正一 著
「黒部の山賊」の表紙
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